
除草に関する情報を満載！ 通信 Vol.38

はバイエルグループの登録商標

しっかり枯らすには、正しい希釈倍数で。
もういちど、バスタの使用量をおさらい！

み

R 水
田
畦
畔
で
の
希
釈
例

希
釈
倍
数
と
対
象
雑
草
　

■希釈倍数とバスタの使用量 早見表

な
さ
ん
の
中
に
は
、「
さ
あ
、

こ
れ
か
ら
バ
ス
タ
を
散
布
し

よ
う
！
」と
思
い
た
っ
た
も
の
の
、「
い

っ
た
い
、ど
れ
く
ら
い
の
量
を
ま
け
ば

い
い
ん
だ
ろ
う
？
」
と
考
え
込
ん
で

し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
は
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

　
ま
ず
、バ
ス
タ
の
使
用
量
は
、作
物

ご
と
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、必

ず
ご
使
用
前
に
ラ
ベ
ル
を
お
読
み
く

だ
さ
い
。
農
薬
ラ
ベ
ル
に
は
、「
適
用

作
物
名
」「
使
用
時
期
」「
１０
ア
ー
ル

あ
た
り
の
使
用
量
」
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
例
と
し
て
、「
水
田
畦
畔
」
で
バ
ス

タ
を
使
用
す
る
と
き
の
希
釈
は
、次

の
よ
う
に
考
え
ま
す
。

　
ラ
ベ
ル
の
適
用
表
に
よ
れ
ば
、水

田
畦
畔
１０
ア
ー
ル
（
＝
１
０
０
０
G

＝
約
３
０
０
坪
）
あ
た
り
の
バ
ス
タ

の
使
用
量
は
、５
０
０
〜
１
０
０
０

P
。
希
釈
水
量
は
１
０
０
〜
１
５
０

R
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、標
準
水
量
１
０
０
R

に
対
し
て
バ
ス
タ
５
０
０
P
を
希
釈

し
た
場
合
は
、２
０
０
倍
希
釈
と
な

り
ま
す（
１
０
０
R
　
０.５
R
）。

　
ま
た
、標
準
水
量
１
０
０
R
に
対

し
て
バ
ス
タ
１
０
０
０
P
を
希
釈
し

た
場
合
は
、１
０
０
倍
希
釈
と
な
り

ま
す（
１
０
０
R
　
１
R
）。

　　
基
本
的
に
一
年
生
雑
草
は
、２
０
０

〜
３
０
０
倍
希
釈
で
枯
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ス
ギ
ナ
な
ど
の
多
年
生

雑
草
に
は
、１
０
０
倍
希
釈
で
散
布

し
て
く
だ
さ
い
。

÷

÷

■バスタの水田畦畔での登録内容［例］　　　（2011年8月現在）

水田作物
［水田畦畔］

７日
（雑草生育期：
草丈３０cm以下）

作物名
［　］は
適用場所

10アール
あたり

使用量（P）

総使用
回数**

使用時期*適用雑草名

一年生雑草
及び

多年生雑草
５００～１,０００

［使い方］希釈水量１０アール当り１００～１５０Rを雑草茎葉散布
＊印は収穫物の残留回避のため、その日まで使用できる収穫前の日数を示します。
＊＊印は本剤及びその有効成分を含む農薬の総使用回数の制限を示します。
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基本使用薬量：　　　　多年生雑草　　　　　一年生雑草

１０p

7p

5p

１５０p

１００p

７５p

１,０００p

６６７p

５００p

１,５００p

１,０００p

７５０p

２,０００p

１,３３３p

１,０００p

1r

５０p

３４p

２５p

5r

１００p

６７p

５０p

10r 15r

２００p

１３３p

１００p

20r 100r 200r150r

100倍

150倍

200倍

希釈倍率
水　量

200倍の場合
（一年生雑草）

10アール（1反歩）あたり
バスタ1本（500P）

100～150倍の場合
（多年生雑草）

10アール（1反歩）あたり
バスタ2本（1,000P）

水100R水100～150R
++

※500Pボトルの場合 ※500Pボトルの場合

※ ※

例えば 例えば

基本的に、スギナ
などの多年生雑
草は100倍希釈。
一 年 生 雑 草 は
200～300倍希
釈で枯らせます。
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詳しくはバスタの情報サイトへ
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秋の味覚に、欠かせない存在のくり。
全国各地で栽培されるくりにもバスタです。

この作物に
登録アリ！

特集特集

秋

REPORT

日本各地のバスタ情報 ～ 北海道編 ～
レポーター　バイエルクロップサイエンス　北海道営業所

北見地区担当 橘 純一
　ＪＡきたみらい（北海道北見市）管内において、白花豆は北海道の栽培面積の
73％、紫花豆も同80％の作付けがされ、日本一の産地となっています。白花
豆や紫花豆は、大粒で煮豆や甘納豆などの高級菓子に使用されています。　
　栽培の際に「女竹（めだけ）」と呼ばれる竹の支柱を組み立てるため、防除機
械での薬剤散布が出来ず、背負式散布機またはブームスプレーヤーから長いホ
ースを引いて畦間処理しています。このように手間と
ため「作物への安全性が高い」バスタが選ばれていま
今年も白花豆／紫花豆の収量と品質の向上のため

スタの安全性や除草効果を、ＪＡ職員と共に生産者へ
えています。

背負式散布機によるバスタ散布

く り

特集

く
り
の
見
分
け
方

く
り
の
栄
養
と
効
能

く
り
の
栽
培
地

く
り
に
も
バ
ス
タ
！

■バスタの登録内容（2011年8月現在）

くり

作物名 適用雑草名 使用時期＊
10アール
あたり

使用量（P）

多年生雑草

一年生雑草 ３０日
（雑草生育期：
草丈３０cm以下）

３回

３００～５００

５００～７５０

総使用
回数＊＊

の
豊
穣
を
代
表
す
る
く
り
。

ブ
ナ
科
く
り
属
に
属
し

ま
す
。
実
の
食
べ
ら
れ
る
果
実
部

分
は
種
子
が
発
達
し
た
も
の
で
、

く
り
は
「
ナ
ッ
ツ
」
の
一
種
で
も
あ

り
ま
す
。

　
日
本
で
の
歴
史
は
古
く
、
縄

文
時
代
の
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
、

平
安
初
期
に
は
丹
波
地
方
で
栽

培
さ
れ
始
め
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

種
類
は
大
き
く
４
つ
。
日
本
で
一

般
的
に
売
ら
れ
て
い
る
「
ニ
ホ
ン

グ
リ
」、天
津
甘
栗
で
有
名
な「
チ
ュ

ウ
ゴ
ク
グ
リ
」
、マ
ロ
ン
グ
ラ
ッ
セ

な
ど
に
使
わ
れ
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

グ
リ
」
、日
本
で
は
あ
ま
り
み
か

け
な
い
「
ア
メ
リ
カ
グ
リ
」
が
あ

り
ま
す
。

　
果
実
に
光
沢
と
張
り
が
あ
り
、

ず
っ
し
り
と
重
み
が
あ
る
も
の
が

良
い
く
り
で
す
、古
い
く
り
は
水

分
が
減
っ
て
軽
く
な
り
、味
も
風

味
も
落
ち
て
い
ま
す
。

　
カ
リ
ウ
ム
が
多
く
含
ま
れ
、高

血
圧
予
防
や
動
脈
硬
化
な
ど
に

効
果
が
あ
り
ま
す
。ま
た
葉
酸
も

含
ま
れ
て
い
る
の
で
、貧
血
予
防

に
も
な
り
ま
す
。

風
邪
予
防
や

美
容
効
果
の

あ
る
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
、疲
労
回

復
に
役
立
つ
ビ

タ
ミ
ン
B
１
、老

化
防
止
に
役
立
つ

ビ
タ
ミ
ン
B
２
な
ど
も

豊
富
で
す
。
栄
養
価
は
高

い
の
で
す
が
、そ
の
分
カ
ロ
リ
ー

も
あ
る
の
で
食
べ
す
ぎ
に
は
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
く
り
は
全
国
各
地
で
栽
培
さ

れ
て
い
ま
す
。
年
間
１
６
０
０
０

ト
ン
ほ
ど
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
産
量
は
、茨
城
県
が
ト
ッ
プ
。

つ
い
で
、熊
本
県
、愛
媛
県
と
続

き
ま
す
。（
２
０
０
９
年
調
べ
）
。

品
種
別
で
は
「
筑
波
」
が
ト
ッ
プ
。

つ
い
で「
丹
沢
」「
銀
寄
」
と
な
り

ま
す
。

　
く
り
の
樹
園
地
の
雑
草
も
バ

ス
タ
で
防
除
で
き
ま
す
。一
年
生

雑
草
か
ら
多
年
生
雑
草
ま
で
、

問
題
雑
草
は
バ
ス
タ
で
し
っ
か
り

防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

くり

,

［使い方］希釈水量１０アール当り１００～１５０Rを雑草茎葉散布
＊印は収穫物の残留回避のため、その日まで使用できる収穫前の日数を示します。
＊＊印は本剤及びその有効成分を含む農薬の総使用回数の制限を示します。

大切な
作物のそばに。


